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人
が
は
か
り
始
め
た
頃
は
、
自

分
の
身
体
の
部
分
を
は
か
る
単
位

に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
歴
史
の
進
展
に
従
っ

て
、
は
か
る
単
位
が
統
一
さ
れ
、

は
か
る
道
具
に
も
工
夫
が
加
え
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
メ
ー
ト
ル
や
キ
ロ

グ
ラ
ム
等
の
国
際
単
位
が
全
世
界

で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

A

長
さ
を
測
る
道
具

昔
の
も
の
さ
し

は
、
現
在
の
も
の

と
形
は
似
て
い
ま

す
が
、
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
で
は
な

く
、
尺
や
寸
の
単

位
で
表
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

A
容
積
を
量
る
道
具

容
積
を
量
る
に
は
、
マ
ス
を
使

い
ま
す
。
一
合
か
ら
そ
の
百
倍
の

一
斗
ま
で
、
色
々
な
大
き
さ
の
マ

ス
が
あ
り
ま
す
。

A

重
さ
を
量
る
道
具

現
在
で
も
、
重
さ

を
は
か
る
の
に
、
バ

ネ
で
重
さ
を
は
か
る

バ
ネ
式
は
か
り
が
あ

り
ま
す
が
、
昔
は
、

錘
（
お
も
り
）
を
使
っ

て
重
さ
を
量
っ
て
い
ま
し
た
。

A

時
を
計
る
道
具

機
械
式
の
時
計
が
日
本
で
本
格

的
に
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
明

治
以
後
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
お
香
が

燃
え
る
時
間
で
時
を

は
か
る
香
時
計
も
あ

り
ま
し
た
。

今
か
ら
約
2
0
0
年
前
の
江
戸

時
代
に
伊
能
忠
敬
が
、
初
め
て
実

測
に
よ
る
正
確
な
地
図
を
作
成
す

る
と
い
う
大
事
業
を
達
成
し
ま
し

た
。ま

た
、
鳩
ヶ
谷
出
身
の
西
洋
彫

刻
の
先
駆
者
で
あ
る
大
熊
氏
広

は
、
伊
能
忠
敬
の
銅
像
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

伊
能
忠
敬
な
ど
が
方
向
や
距
離

はは
かか
るる
道道
具具
のの
歴歴
史史

はは
かか
るる
道道
具具

日日
本本
地地
図図

B

特
別
展
・
記
念
講
演
会

日
　
時

11
月
28
日
（
土
）
午

後
1
時
半
〜
3
時
半

場
　
所
　
市
役
所
2
階
市
民
フ

ォ
ー
ラ
ム

内
　
容

伊
能
忠
敬
の
生
涯
と

業
績

講
　
師

青
木
司
氏
（
伊
能
忠

敬
記
念
館
学
芸
員
）

定
　
員

50
人

※
申
込
み
は
受
付
中
で
す

B

測
量
体
験
教
室
・
展
示
説
明

会
日
　
時

11
月
23
日
（
月
・

祝
）
・
12
月
6
日
（
日
）、
午
後

1
時
半
〜
2
時
半
（
当
日
郷
土

資
料
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

文化財保護強調週間に伴う
展示会・講演会

現現
在在
のの
測測
量量
・・
計計
量量
具具

B展示会「よみがえった文化遺産
～里字屋敷添遺跡群出土木製品～」

期　日 11月17日（火）～27日
（金）

場　所 鳩ヶ谷市役所 1階エント
ランスホール

B講演会「出土品の保存処理につ
いて」

日　時 12月12日（土）午後 1時
30分～ 3時30分

場　所 郷土資料館
内　容 出土木製品の保存方法を

わかりやすく解説します
講　師 （株）文化財ユニオン保

存処理担当者
定　員 40人
申込み 11月10日（火）から郷土

資料館窓口か電話で

を
測
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
道
具

を
使
用
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
も

測
量
の
原
理
と
道
具
の
機
能
は
基

本
的
に
は
変
り
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
大
き
な
違
い
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
た
デ
ジ
タ
ル

機
器
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

毎
年
、
恒
例
の
郷
土
資
料
館
の
特
別
展
。
今
回
は
「
測

る
・
量
る
・
計
る
」
と
題
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
は
か
る
道

具
に
焦
点
を
あ
て
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
展
は
、　

月　

日
（
水
・
祝
）
ま
で
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
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。
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道
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焦
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し
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。

　

こ
の
特
別
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で
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催
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　毎年、恒例の郷土資料館の特別展。今回は「測る・量る・計る」と
題して、さまざまな「はかる道具」に焦点をあてました。
　この特別展は、　月　日（水・祝）まで開催していますので、ぜひ
お越しください。
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一
般
会
計
の
歳
入
合
計
は
1
9

0
億
7
5
1
5
万
円
で
、
前
年
度

比
15
・
9
％
増
で
す
。
項
目
別
に

み
る
と
、
市
税
が
全
体
の
46
・

9
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

市
民
1
人
当
た
り
14
万
8
2
1
0

円
の
市
税
を
納
め
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入
は
前
年
度
比
1
5
・
9
％
増

平
成
20
年
度
の
鳩
ヶ
谷
市
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
鳩
ヶ
谷

市
の
決
算
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
に
、
7
つ
の
特
別
会
計
と
上
水
道
事

業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
行
政
を
よ
り
円
滑
に
効
率
よ
く
進

め
る
た
め
に
、
一
般
会
計
と
は
別
に
特
定
の
歳
入
を
特
定
の
歳
出
に
充
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
1
9
0
億
7
5
1
5
万
円
、
歳
出
が

1
7
2
億
4
7
2
7
万
円
で
、
21
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
額
は
18
億
2
7

8
8
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
決
算
額
は
1
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
ま

し
た
）
な
お
、
歳
入
に
は
、
収
入
さ
れ
ず
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
収
入
未

済
額
と
、
収
入
不
納
欠
損
額
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◎特別会計歳入歳出決算◎上水道事業会計決算

一般会計の歳出決算額は
172億4,727万円

民生費… 8万5,645円

総務費… 5万5,276円

土木費… 4万3,267円

公債費… 3万2,772円

衛生費… 2万5,903円

教育費… 2万5,407円

その他… 1万7,346円

合  計…28万5,616円

高齢者、障害者、
子育て支援など

道路、河川、公
園の整備など

学校、図書館等
の管理運営など

消防、防災など

市行政全般の運
営管理費用など

ゴミ、し尿の処
理など

市債の元利償還
金など

市からの公共サービスの内訳

蘆主な事業

  　　　　
構成比（％）

歳出・目的別
　 の内訳

民生費

30.0%

総務費
19.3%

土木費
15.1%

公債費
11.5%

教育費8.9%

衛生費
9.1%

その他2.8%消防費3.3%

民生費

30.0%

総務費
19.3%

土木費
15.1%

公債費
11.5%

教育費8.9%

衛生費
9.1%

その他2.8%消防費3.3%

一般会計（歳出・性質別）

一般会計（歳出・目的別）

一般会計（歳入）

一
般
会
計
の
歳
出
合
計
は
1
7
2

億
4
7
2
7
万
円
で
、
前
年
度
比

10
・
０
％
の
増
で
す
。

な
お
、
性
質
別
・
目
的
別
の
構

成
内
訳
は
表
と
グ
ラ
フ
に
示
す
と

お
り
で
す
。

市民 1 人当たりの負担とサービス（一般会計）

※納付していただいた市税とサービスの差額については、国・
県からの支出金収入や競艇事業の収益配分金などの税以外の収
入が充てられています。

・納付していただいた市税……………14万8,210円
・市からの公共サービス………………28万5,616円


